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※ダミーデータです。

中間製品

Scope 3 Category 5

工場

引用元：環境省ホームページ
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Tableau 
（可視化・分析）自動連携

①原材料
④輸送・配送

Scope3 Scope3Scope1 Scope2

上流 自社 下流

＊その他 : ②資本財、③Scope1,2に含まれない
　　　　 燃料及びエネルギー関連活動、
               ⑤廃棄物、⑥出張、⑧リース資産

⑦通勤

燃料の燃焼 電気の使用
⑪製品の使用 ⑫製品の廃棄

＊その他 : ⑨輸送・配送、⑩製品の加工、
　　　　  ⑬リース資産、⑭フランチャイズ
　　　　 ⑮投資

特定品目を優先して
対策を行うことで、
全体の80%に対して
アクションができる
＝効果的なアクションが可能

グローバルに跨る複雑なサプライチェーンに対応し、
1万点を超える最終製品別にCFP算出が可能

2030年に自社のGHG排出量を2013年度比で30％以
上削減、並びに2050年のカーボンニュートラル
（実質排出ゼロ）実現

最終製品別のCarbon Footprint of Products（CFP）
を算出し、GHG排出量を管理するシステムを、㈱NTT
データと共同で開発。 2022年5月からお客様へのデータ
提供を開始

活用事例

効率的・効果的なCFP削減活動や工場排出量の月次モニタリングに活用
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ポリマー工場　工場別排出量

■ 物性だけでなくCFPを加えた多面的なデータの提供が可能です。

■ 購入検討している材料のCFP数値の提供が可能です。

その他メリット

旭化成グループ目標

目標に向けた機能樹脂事業の取り組み

パネルデータはこちら


